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１  

①,② 2 cmの立方体の体積が 8 cm3である。鉄は 64 gなので、1 cm3あたりの重さは、64÷8=8 で 8 gとな

る。また、発泡スチロールも同様に、0.08÷8=0.01で 0.01 gとなる。 

③ 空気中と水中での重さの差が、鉄は 10 g、金は 2 g、銅は 6 gである。これらの大きさは、それぞれの体積

の大きさと同じである。 

④ 王冠 1と王冠 2は空気中での重さが同じで、水に浮く力がはたらく水中では、王冠 1の方が王冠 2よりも

重い。したがって、王冠 1の方が水に浮く力が小さいことがわかる。 

⑤ 水に浮く力は、体積の大きさと同じ重さ分だけはたらく。王冠１の方が水に浮く力が小さいことから、体

積が小さいことがわかる。1 cm3あたりの重さが大きいでも可。 

A,B 1cm3あたりの重さが、鉄は 8 g、発泡スチロールは 0.01 g、水は 1gである。また、それぞれの立方体

を水に入れると、鉄は沈み、発泡スチロールは浮いた。以上より、1cm3 あたりの重さが、水よりも重いと

沈み、軽いと沈むことがわかる。 

C 鉄よりも金の方が 1 cm3あたりの重さが重い。王冠 1と王冠 2は空気中での重さが同じで、王冠 1の方が

王冠 2 よりも体積が小さい。王冠 1 は王冠 2 よりも 1 cm3あたりの重さが重いので、王冠 1 はすべて金で

できたものであるとわかる。 

 

 

 

２ 

問 3 中性を示すものは、E食塩水または G水である。加熱して両者の水を蒸発させると、食塩水は白色の固

体が残り、水は何も残らない。水溶液に電気を通し、電気が流れるかどうかで判別してもよい。水は水溶液

ではないが、G水と答えてもよい。  

問 4 アルカリ性を示すものは、B石灰水、Cアンモニア水、F水酸化ナトリウム水溶液である。二酸化炭素

を吹き込むと白くにごるのが石灰水、鼻をさすようなにおいがし、水を蒸発させると何も残らないのがアン

モニア水、アルミニウムを加えると、気体を発生しながらよく溶けるのが水酸化ナトリウム水溶液である。 

問 5 炭酸水には二酸化炭素が、アンモニア水にはアンモニアが、塩酸には塩化水素が溶けている。 

問 6 塩酸と水酸化ナトリウム水溶液をちょうど中和させると、食塩水ができる。 

 

 

 

 

  



３ 

問 1 (1) トウモロコシの種子の発芽に必要な条件は、水、空気、適度な温度である。Aは水、Cは空気、D

は適度な温度が不足している。 

(2) 水の有無以外の条件が同じシャーレを探す。 

(4) トウモロコシは有胚乳種子であるため、胚が成長するために使われる養分が、胚乳に蓄えられている。 

(5) トウモロコシは単子葉類であるため、子葉が一枚である。アはインゲンマメ、イはアサガオ、エはトマ

トである。 

問 2 ポップコーン用のトウモロコシは種皮が固い品種である。種皮の内側に含まれる水分が、加熱により水

蒸気（気体）に状態変化するときの急激な体積変化によって、種皮が破れてポップコーンができる。 

 

 

 

４ 

問 1、2 最高気温 35度以上は猛暑日、30度以上は真夏日、最低気温が 25度以上の夜は熱帯夜である。 

問 3 (1) イ：0℃のときの飽和水蒸気量は 0ではなく 4.8 g/m3であるので、気温が 0℃でも空気中に水蒸気

を含むことはできる。したがってこの選択肢は誤りである。 

ウ：飽和水蒸気量は気温が高くなるほど大きくなるが、比例しているわけではないので、気温が 2倍のとき

に 2倍に増えているわけではない。したがってこの選択肢は誤りである。 

(2) 気温が 16℃の空気の飽和水蒸気量は 13.6 g/m3で、中に含まれている水蒸気の量が 8.7g/m3なので、

湿度は 8.7÷13.6×100＝63.9… したがって 64％となる。 

(3) 気温が 28℃の空気の飽和水蒸気量は 27.2 g/m3であり、そのうちの 95％の水蒸気が含まれていること

から、この空気 1 m3には、27.2×0.95＝25.84 したがって、25.8 gの水蒸気が含まれていることがわか

る。 

(4) 1 m3あたりに 25.8 gの水蒸気が含まれている空気を密封して冷やしたとき、袋の中の水蒸気量は変化

しないので、27℃になると袋の中の水蒸気量と飽和水蒸気量が一致し、湿度が 100％になる。 

(5) 空気中には飽和水蒸気量を超えて水蒸気を含むことはできないため、入りきらなくなった水蒸気は水

滴に変化する。この水滴がものに付着することを、「結露」という。 


